
 1  一般会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

72,070,000 △0.0 △ 10,000

 2  特別会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

41,022,000 △ 1.0 △ 413,000

① 国民健康保険事業 21,665,000 △ 490,000

② 土地取得事業 500,000 △ 380,000

③ 介護保険事業 16,289,000 335,000

④ 後期高齢者医療事業 2,536,000 154,000

簡易水道事業（統合） 32,000 △ 32,000

 3  企業会計 前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

27,923,000 0.3 87,000

① 病院事業 13,000,000 △ 396,000

② 水道事業 5,545,000 30,000

③ 下水道事業 9,378,000 453,000

前年度予算額 伸び率     増減額 

千円 % 千円

141,015,000 △ 0.2 △ 336,000

千円

140,679,000

12,604,000

5,575,000

 4  全会計合計 ２年度予算額

9,831,000

2,690,000

28,010,000

‐

２年度予算額

千円

【令和２年度各会計予算】

２年度予算額

千円

72,060,000

16,624,000

２年度予算額

千円

40,609,000

21,175,000

120,000
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  各会計のポイント

　　一般会計

　　特別会計（４事業）

　　　◆国民健康保険事業特別会計

　　　◆土地取得事業特別会計

　　　◆介護保険事業特別会計

　　　◆後期高齢者医療事業特別会計

　　企業会計（３事業）

　　　◆病院事業会計

　　　◆水道事業会計

　　　◆下水道事業会計

　処理場の維持管理に係る経費や香貫分区香貫２号幹線管渠築造工事等に係る建設改良費
が増加したことなどから、前年度に比べ４億5,300万円の増となるものです。

 　医療機器の更新等に係る建設改良費が減少したことなどから、前年度に比べ３億9,600万円
の減となるものです。

　柳沢水源地着水井兼ポンプ井築造他工事等に係る建設改良費が増加したことなどから、前
年度に比べ3,000万円の増となるものです。

　土地取得事業特別会計の有する土地を一般会計が取得するもので、前年度に比べ３億
8,000万円の減となるものです。

　高齢化の進行による要介護等認定者数の増加に伴い、保険給付費が増加したことから、前
年度に比べ3億3,500万円の増となるものです。

　被保険者数の増加などに伴い、後期高齢者医療広域連合への納付金が増加したことから、
前年度に比べ１億5,400万円の増となるものです。

　令和２年度一般会計予算は、前年度に比べ1,000万円の減となっています。
　これは、東京2020オリンピック・パラリンピックや沼津御用邸記念公園開園50周年
などを契機として、本市の魅力を広く発信するための経費や、幼児教育・保育の無償
化などによる経費が増加した一方で、プレミアム付商品券発行事業の終了に伴う事業
費が減少したことなどによるものです。

　県への納付金や医療給付費が減少したことなどから、前年度に比べ４億9,000万円の減とな
るものです。
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